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海岸の保全に関する基本的な事項
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『茨城沿岸海岸保全基本計画』（茨城県、平成16年6月） 『茨城沿岸海岸保全基本計画』改訂原案（茨城県、平成   年　月）

１．海岸保全基本計画の策定について １．海岸保全基本計画の策定について
1.1　背景 1.1　背景
1.2　計画対象位置 1.2　計画対象位置
1.3　計画対象範囲 1.3　計画対象範囲
1.4　海岸保全基本計画において定める事項 1.4　海岸保全基本計画において定める事項

２．茨城沿岸の海岸の現況と課題 ２．茨城沿岸の海岸の現況と課題
2.1　防護面から見た海岸の現況と課題 2.1　防護面から見た海岸の現況と課題
2.2　環境面から見た海岸の現況と課題 2.2　環境面から見た海岸の現況と課題
2.3　利用面から見た海岸の現況と課題 2.3　利用面から見た海岸の現況と課題
2.4　多様な海岸利用 2.4　その他の課題

（１）防護・環境・利用のトレードオフ
（２）事業間連携について

３．海岸保全の方向に関する基本的な事項 ３．海岸の保全に関する基本的な事項
3.1　茨城沿岸の保全の方向に関する事項 3.1　茨城沿岸の保全の方向に関する事項
3.2　海岸の防護に関する事項 3.2　海岸の防護に関する事項
3.2.1　防護の目的 3.2.1　海岸の防護の目標
（１）防護すべき地域 （１）防護すべき地域
（２）防護水準 （２）防護水準
3.2.2　海岸防護に関する施策 3.2.2　海岸の防護の目標を達成するために実施しようとする施策

3.3　海岸環境の保全に関する施策 3.3　海岸環境の整備及び保全に関する事項

3.4　海岸の適正な利用に関する施策 3.4　海岸における公衆の適正な利用に関する事項

４．海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 ４．海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
4.1　海岸保全施設による受益地域及びその状況 4.1　海岸保全施設の新設又は改良に関する事項
・海岸の特性、位置付けによる防護・環境・利用の施策 （１）海岸保全施設を新設又は改良しようとする区域

（２）海岸保全施設の種類、規模及び配置
4.2　海岸保全施設整備の全体計画 （３）海岸保全施設による受益の地域及びその状況
・現況及び計画での海岸保全施設
・茨城沿岸海岸保全基本計画における各海岸の整備方針 4.2　海岸保全施設の維持又は修繕に関する事項

（１）海岸保全施設の存する区域
（２）海岸保全施設の種類、規模及び配置
（３）海岸保全施設の維持又は修繕の方法

・図表．海岸保全施設の整備に関する基本的な事項【新設又は改良、維持又は修繕】

4.3　海岸の特性と防護・環境・利用の取組みの方向
・図表．海岸の特性と防護・環境・利用の取組みの方向

・茨城沿岸海岸保全基本計画における各海岸の整備方針等一覧

５．適正な海岸利用に向けた管理内容について ５．適正な海岸利用に向けた管理内容について

６．海岸保全基本計画の実施に当たって ６．海岸保全基本計画の実施に当たって
6.1　海岸管理者等関係機関における体制づくり 6.1 海岸管理者等関係機関における体制づくり
6.2　海岸利用者間における体制づくり 6.2 海岸利用者間における体制づくり
6.3　海岸管理者等と海岸利用者との連携 6.3 海岸管理者と海岸利用者や海岸協力団体等との連携
6.4　海岸の利用ルールの明示化 6.4  海岸 の 利用 ルールの 明示化

７．海岸の保全に関するその他の重要事項
7.1 様々な施策との一層の連携
7.2 大学，研究機関等との連携の促進
7.3 海岸愛護の啓発、海岸環境教育の充実
7.4 地球温暖化への適応策の実施

付属資料 付属資料
・茨城県における絶滅の恐れのある野生生物【植物編】 ・茨城県における絶滅の恐れのある野生生物【植物編】
・茨城県における絶滅の恐れのある野生生物【動物編】 ・茨城県における絶滅の恐れのある野生生物【動物編】
・茨城県の浅海域に棲む生物 ・茨城県の浅海域に棲む生物

・茨城沿岸で確認された海産無脊椎動物
・茨城沿岸で見られる藻類

・地元説明会実施日程 ・関係住民の意見聴取
　平成16年度策定時の地元説明会実施日程
　平成27年度改定時の意見聴取結果概要

・茨城沿岸海岸保全基本計画検討委員会委員名簿 ・茨城沿岸海岸保全基本計画検討委員会委員名簿
　平成16年度策定時
　平成27年度改定時
・海岸の計画・設計の参考とする主な図書及び基準
・防護，環境，利用のトレードオフに関する記載がある指針、書籍
・茨城沿岸の所管別海岸管理

新規追加

新規追加

新規追加

新規追加

新規追加

新規追加

新規追加
新規追加

新規追加

新規追加
新規追加

基本計画（改訂原案）の内容と構成

2. 現況と課題
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4. 施設の整備に関す
る基本的な事項
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海岸基本方針における「定めるべき基本的な事項」

（１）海岸の保全に関する基本的な事項

① 海岸の現況及び保全の方向に関する事項

② 海岸の防護に関する事項（目標，施策）

③ 海岸環境の整備及び保全に関する事項（施策）

④ 海岸における公衆の適正な利用に関する事項（施策）

（２）海岸保全施設の整備に関する基本的な事項

① 海岸保全施設の新設又は改良に関する事項

イ 区域

ロ 種類・規模・配置

ハ 受益地域

② 海岸保全施設の維持又は修繕に関する事項

イ 区域

ロ 種類・規模・配置

ハ 維持修繕の方法

法改正に伴う追加項目
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（２）海岸の保全に関する基本的な事項 p.1

東日本大震災による甚大な津波被害など，近年の状況変化を踏まえ 追記。

東日本大震災の発生，海岸法の改正，近年の津波・高潮の防護水準に関する検討，委員意見を踏まえ，海岸

の保全に関する基本的な事項について，追記。

※ 赤字を追記。

あるべき茨城沿岸の姿と保全の方向

茨城沿岸は，北に崖と岩礁，南に長大な砂浜を擁している。海岸は，勇壮，長大な景観を形づ
くる一方で，海の脅威から背後の私たちの暮らしを守る役割を果たしてきた。沖では黒潮と親潮
がぶつかり合い，その影響で海岸では南方系と北方系の植物が繁茂し，ヒラメ，ハマグリをはじめ
として寒流系・暖流系の多種多様な魚介類が生息している。ウミガメの上陸も見られ，多様な生
物相を育む豊かな海岸である。
これらの生物の多様性や多彩な海岸景観は，地域の資源となっている。それらの保全を念頭に

置いた持続可能な海岸利用と，平成23年3月の東日本大震災の甚大な被害，影響を教訓とした
災害に強い海岸が調和した総合的な海岸保全が求められている。

この海岸において人々が豊かに安全に暮らし，憩い，集うことができる魅力的な海岸空間を茨
城沿岸の今後あるべき姿とする。

このあるべき海岸の姿を達成し，その恩恵を県民が等しく享受していくために，地域と行政の
共同作業により，将来にわたり茨城の海岸を適切に保全する。

①茨城沿岸の保全の方向に関する事項

【資料-2 P.52】
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（２）海岸の保全に関する基本的な事項 p.2

【津波】

・『海岸法』の一部改正を踏まえ，二つのレベルの津波を想定

・「茨城沿岸津波対策検討委員会」の検討を踏まえ，「設計津波と目指すべき堤防高」を 追記。

【高潮・津波】

・茨城沿岸海岸保全計画外力検討会」の検討を 踏まえ，潮位・波浪の新しい計画外力を 追記。

【侵食】

・防護水準を明確に記載。

②海岸の防護に関する事項

海岸の防護の目標

防護すべき地域

防護水準

海岸の防護の目標を達成するために実施しようとする施策

津波・高潮対策

侵食対策

海岸保全施設の整備

海岸保全に関する基礎的データの取得，蓄積

海岸保全事業の計画

海岸の防護の目標 【資料-2 P.53】
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防護水準

津波

設計津波（発生頻度は高く（数十年から百
数十年の頻度），津波高は低いものの大き
な被害をもたらす津波＝レベル1津波）に対
して防護することを目標とする。

なお，発生頻度は極めて低いものの，発
生すれば甚大な被害をもたらす最大クラス
の津波（レベル2津波）に対しては，住民等
の生命を守ることを最優先とし，住民等の
避難を軸にとりうる手段を尽くした総合的な
対策を確立していくものとする。

高潮・高波
想定される高潮位に50年確率波浪の影

響を加えた高さに対して防護することを目
標とする。

侵食

砂浜海岸にあっては，想定される高潮位
に50年確率波浪の影響を加えた高さに対
して背後地を防護するために必要な砂浜を
確保，維持することを防護の目標とする。

崖海岸にあっては，崖上の住居，幹線道
路等の守るべき資産の安全を確保すること
を目標とする。

≪茨城沿岸の津波対策・高潮対策における計画諸元≫

計画
高潮位
(T.P.+m)

朔望平均
満潮位
(T.P.+m)

朔望平均
干潮位
(T.P.+m)

潮位偏差
波高

(Hо’)
周期

(Tо’)
波向 対象津波

設計津波
の水位
(T.P.+m)

地域海岸1
北茨城市平潟町

～
北茨城市大津町

①平潟漁港
～

大津漁港
7.2m 13.0s チリ 3.8 6.5 高潮波浪

地域海岸2
北茨城市大津町

～
北茨城市関南町神岡上

チリ 3.6 7.0 高潮波浪

地域海岸3
北茨城市磯原町

～
北茨城市中郷町小野矢指

チリ 3.7 7.0 高潮波浪

地域海岸4
高萩市赤浜

～
高萩市高浜町

チリ 3.3 7.0 高潮波浪

地域海岸5
高萩市石滝

～
日立市川尻町

T.P.1.53 +0.70m -0.80m 0.83m ENE 9.1m 13.2s
E     8.3m 12.9s
ESE 8.5m 13.0s

チリ 3.6 7.0 高潮波浪

地域海岸6
日立市川尻町

～
日立市日高町

チリ 3.5 6.0 高潮波浪

地域海岸7
日立市日高町

～
日立市国分町

チリ 3.7 6.0 高潮波浪

地域海岸8
日立市国分町

～
日立市水木町

チリ 3.3 6.0 高潮波浪

地域海岸9
日立市大みか町

～
東海村豊岡

③日立港区
～

日立那珂港区
7.8m 13.2s チリ 3.8 7.0 高潮波浪

地域海岸10
東海村白方

～
ひたちなか市磯崎町

- - - チリ 3.1 5.0 高潮波浪

地域海岸11
ひたちなか市磯崎町

～
大洗町磯浜町

チリ 4.1 6.5 高潮波浪

地域海岸12
大洗町磯浜町

～
大洗町成田町

チリ 4.2 6.0 高潮波浪

地域海岸13
鉾田市上釜

～
鉾田市上幡木

チリ 3.6 6.0 高潮波浪

地域海岸14
鹿嶋市大小志崎

～
鹿嶋市下津

チリ 3.6 6.0 高潮波浪

地域海岸15
鹿嶋市平井

～
神栖市日川

- - - チリ 3.8 8.0 高潮波浪

地域海岸16
神栖市日川

～
神栖市波崎

⑤鹿島港
～

波崎漁港
8.7m 13.2s 元禄 4.2 5.0 津波

潮位
波浪

13.0s

S55～H22
の大洗港区
の既往最大
潮位
T.P.+1.47m
（H18.10.7)
など複数の
手法から勘
案して設
定。
(T.P.+1.53m
は、朔望平
均満潮位+
最大偏差の
値)

'S55～H22
の大洗地区
の値から再
設定（※数
値変更な
し）

地域海岸

設計津波

沿岸地域区分
津波/高潮
のチェック

④日立那珂港区
～

鹿島港
8.3m 13.2s

目指すべ
き堤防高
（T.P.+m)

計画沖波波高
(Hо)

換算沖波

8.0m
②大津漁港

～
日立港区

波向は
海岸線
の法線
方向と
する

'S55～H22
の大洗地区
の値から再
設定（※数
値変更な
し）

既往最大偏
差、S55～
H22の大洗
港区の値か
ら再設定
（H14.10.1発
生）

高波一覧の最大有
義波向をエネル
ギー平衡方程式で
沖波に変換した
後、確率波高を求
めた。
周期は、波向・周期
の相関曲線から標
準偏差分を加えた
値

（２）海岸の保全に関する基本的な事項

≪防護水準≫ 【資料-2 P.53】

【資料-2 P.54】

p.3
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（２）海岸の保全に関する基本的な事項 p.4

海岸の防護の目標を達成するために実施しようとする施策

【津波・高潮対策】

総合的な防災・減災対策の推進 として，

「新たな津波対策の考え方（「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告」(平成23年9月28日）)に

基づき，防護水準に設定した二つのレベルの津波を想定し，住民等の生命を守ることを最優先とした総合的な防災・減災対策を推進

する。」 旨を追記。

『津波防災地域づくりに関する法律』 を踏まえ，「既存の公共施設や民間施設を活用しながら，ハード・ソフトの施策を柔軟に組み合

わせて総動員させる「多重防御」の発想により防災対策を効率的かつ効果的に推進する」旨を追記。

『海岸法』の一部改正を踏まえ，「周辺との一体的な整備により被害の軽減効果を一層向上させることを目指して，必要に応じて事業

間調整等について協議を行うなど，防災・減災対策に係る連携・調整を強化する。」 旨を追記。

≪茨城県の津波対策の基本的な考え方≫
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（２）海岸の保全に関する基本的な事項 p.5

【侵食対策】

「国土保全や海岸堤防，護岸等の健全度を維持するための予防保全の観点からも重要である砂浜の保全を一層推進していく。また

，消波等の海岸を防護する機能を維持する砂浜の海岸保全施設としての指定に向けた取組みを推進する。 」旨を追記。

委員意見を踏まえ，「堆積域と侵食域が偏在する一連区間を対象として，海岸管理者および河川流域の土砂の管理に関係する各機

関，土砂の堆積が生じている港湾，漁港の管理者等の連携の下，総合的な対策により砂の供給源の確保および供給量の回復に努

める」 旨を追記。

委員意見を踏まえ，土砂管理の推進 について，「今後も，現存する海浜土砂を一連区間がもつ貴重な財産と捉え，関係機関が連

携していくものとし，余剰土砂に関する情報共有やその活用方法などについて定期的に協議する体制づくりに取り組む。」旨を追記。

≪事業間連携による土砂の有効活用イメージ≫
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（２）海岸の保全に関する基本的な事項 p.6

【海岸保全施設の整備】

「東日本大震災における被害を踏まえ，設計の対象を超える津波により海水が堤防等を越流した場合にも背後地の被害が軽減さ

れるよう，いわゆる“粘り強い構造”の工夫に努める。」 旨を追記。

耐震性の確保,液状化への対応 について追記。

『海岸法』の一部改正を踏まえ，「適切な時期に巡視又は点検を実施し，長寿命化計画を作成するなど予防保全の考え方に基づき

適切な維持管理・更新を図る。また，海岸保全施設の点検又は修繕に関する記録の作成及び保存を適切に行う」 ，

さらに，「海岸管理に関するデータ管理については，整備・点検・診断・対策といった一連の海岸管理の流れの記録・蓄積が徹底さ

れ，管理しやすく，担当者が代わっても継続できるよう，持続可能なシステムづくりに取り組む。」旨を追記。

【海岸保全に関する基礎的データの取得，蓄積】

「将来予測や設計など，今後の的確かつ効率的な海岸保全の実施に向けて，不可欠な情報となっている海岸保全に関する基礎的

データの取得，蓄積を今後も継続していく。」 旨を追記。

【海岸保全事業の計画】

防護・環境・利用のトレードオフへの対応 について追記。付属資料に，トレードオフに関する記載がある指針，書籍の一覧を追加。
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（２）海岸の保全に関する基本的な事項 p.7

• 委員意見， 生物多様性の保全の観点を踏まえ，「多様な生態系の基盤となっている砂浜や岩礁，藻場など，貴重種を含めた海浜植

物の生育環境や浅海域を含めた生物の生息環境の保全に配慮しながら，海岸保全施設の形状を検討する。」旨を追記。

• 景観形成の観点を踏まえ，「当該海岸及び背後地域の持つ本来の自然特性や歴史的・文化的な背景を把握し，景観の検討を行うな

ど，海岸景観の保全に配慮した海岸保全施設整備を推進する。」旨を追記。

• 委員意見を踏まえ，「地域における海岸の文化的な利用，行事が引き継がれていくことで，海岸の環境や地域の暮らし，人と海岸のつ

ながりが保たれてきたという側面があることに留意し，地域における海岸利用に配慮した海岸保全施設の整備に努める。」旨を追記。

③海岸環境の整備及び保全に関する施策

生物の生育，生息環境に配慮した保全施設整備

海岸景観，観光資源としての海岸に配慮した海岸保全施設の整備

④海岸における公衆の適正な利用に関する施策

観光計画との連携・調和

ゆたかで潤いのあるまちづくりへの配慮

海辺への円滑なアクセスの確保

海岸保全施設の更新
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